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Panipenem/betamipronの 呼吸器感染症 におけ る使用経験

泉 三郎

富山県立中央病院内科*

Panipenem/betamipron(PAPM/BP)を9例 の呼 吸器 感 染 症 患者 に 投与 し,そ の 臨床 効 果 を

検 討 した。 その 内訳 は,肺 炎 が1例,び まん性汎 細気 管支 炎 が1例,気 管 支拡 張症 が7例 であ

る。 結果 は,5例 で著 効,3例 が有効,1例 がや や有 効 で あ った。 これ らの9例 にお い て,1

日投 与 量0.5g/0.5g×2お よび0.75g/0.75g×2に つ い て比較 を行 っ た。 その効 果 に つ い ては,

差 は認め なか った。副 作 用 としては,軽 度 のGPT値 の上昇 を認め た もの1例,好 酸 球数 の 増加

を認め た もの1例 が あ ったが,い ず れ も軽 微 な もの であ った。以上 の結 果 か ら,PAPM/BPは

呼吸 器感 染症 に お いて極 め て有効 な抗 生剤 と考 え られ た。
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)は,三 共 株 式

会 社 に よ り 開 発 さ れ た カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 生 剤

panipenem(PAPM)とbetamipron(BP)(N-ベ ン ゾ イ

ルーβ-ア ラニ ン)を1:1(重 量 比)に 配合 した 注射用

抗生 物質 であ る。PAPMは,β-ラ クタマーゼ に安 定 で

かつ阻害性 が強 く,methicillin-resistantstaphylococ-

cusaureus(MRSA),Enterococcus fzecalisを 含 む グ

ラム陽性菌,P3eudomonas aeruginosaを 含 む グラム陰

性菌,Bacteroides fragilis,clostridium difficileを含

む嫌気性 菌 等に 強 い抗菌 力 を示 す。 本剤 は カルバペ ネ

ム系抗生 剤 にお い てす でに問 題 となっ てい る中枢神 経

系への作 用 が極 め て弱 く,ま た ウサ ギの 腎毒性 試験 で

はcephaloridine(CER)の 腎毒 性 よ り低 い こ とが認 め

られたが,さ らに よ り安全 性 を高 め るため に,腎 毒性

発 現部位 へ の 炉 ラ ク タム剤 取 り込 み 抑制 作 用 を有 す

る有機 イオ ン輸送 抑制 剤 のBPと の 配合 剤が 開発 され

るに至 った。BPは 腎 デ ヒ ドロペ プチ ダー ゼー1阻 害 作

用や,一 般 薬理 作 用 を有 さ ない安全 性 の高 い ア ミノ酸

誘導体 で あ る1)。この よ うなPAPM/BPを 呼吸器 感染

症患者 に投 与 し,そ の 治療 効果 を検 討 す る機 会 を得 た

ので,そ の 結果 を報 告 す る。

対象 は富 山 県立 中央病 院 内科 に 入院 した呼 吸器 感染

症 の患者9例 であ る。年 齢 は17歳 か ら78歳 で,男 性 は

5例,女 性 は4例 であ っ た。 疾 患別 の 内訳 としては,

肺炎 が1例,び まん性 汎 細気 管支 炎 が1例,気 管支 拡

張症 が7例 であ っ た。 気 管支 拡 張症 の7例 の うち1例

は,肺 結核 の二 次的 な続 発性 気管 支拡 張 と考 え られ る

もの で あ った。

投与 方法 と して は,6例 にお いて は,1バ イアル0.5

g/0.5gの もの を生理 食塩 水100m1で 溶 解 し,30～60分

か け て朝 と夜の2回 点滴 静注 した。残 りの3例 は,1

バ イアル0 .75g/0.75gの もの を用 い て同様 の方 法 で投

与 した。 投与 日数 は最 短 で7日 間,最 長 で14日 間,総

投 与量 は,7.0g/7.0gか ら21.0g/21.0gで あ った。

臨床効 果 の判定 は,胸 部 レ ン トゲ ン像,臨 床検 査所

見,特 に 白血球数,血 沈値,CRP値,そ の他 起 炎菌 の

推移 を観 察 し,著 効(Excellent),有 効(Good),や や有

効(Fair),無 効(Poor)の4段 階 に判定 した。

これ らの症例 の一 覧表 を,Table1に 示 した。9例

の呼 吸器 感 染症 患 者 にPAPM/BPを 投 与 した。臨 床

効 果 としては,著 効5例,有 効3例,や や 有効1例 で

あ り,無 効例 は なか った。 以下.各 疾 患 グルー プ ご と

にその効 果 につ い て述べ る。

難治性 気 道感 染症 の代 表 であ る,び まん性汎 細気 管

支 炎は1例(症 例2)で あ った2)。23歳 の 男性 の この患

者 は,以 前 よ り痰 の細菌 培養 に お いては,主 にHaemo-

philus irflumzaeが,ま た時 にP.aeruginosaが み ら

れ て いたが,今 回は は っ き りと した菌 は検 出 され なか

った。 この症 例 に対 して は,本 剤 は極 め て速 や か な 自

覚症 状や 炎症 所 見やX線 像 の 改善 をみ た。

気 管支 拡張 症 は続発 性 とい うべ き1例 を含 め て7例

を経 験 した。1例(68歳,男 性,慢 性 関節 リウマ チ と

陳 旧性 肺 結核 お よび肺 癌 を合 併)に お いて は,そ の基礎

疾 患 の重 篤性 の故 にか,や や 有効 とい うもの であ った。

しか し,他 の6例 で は,0.5g/0.5g×2投 与例 と0 .75g/

0.75g×2投 与例 にお い て差 は な くその効 果 は 大 で あ
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Table 1. Results of clinical investigation of respiratory tract infections treated with panipenem/betamipron

り,著 効3例,有 効3例 とい うもの で あった。 培養検

出 され た菌 としては, H. influenzae, P. aeruginosa,

Staphylococcus aureus, Haemophilus parainfluenzae

が認 め られ たが結 果 は有効 で あ り,う ち4例 にお いて

は菌 は消 失 した。

肺 炎 の症例 は1例 で,17歳 の 男性 で あ り合併 症 とし

て慢 性副 鼻腔 炎 そ して基礎 疾患 と して気 管支拡 張症 を

も つ 症 例 で あ っ た。 起 炎 菌 はStreptococcus

pneumoniaeで あっ たが,こ の症例 に対 して も本剤 は

著効 を示 した。

副 作用 と して,41歳 の 男性 の気管 支拡 張症 の症例 に

お いてGPT値 の軽度 の上昇 が 認め られ た。また,48歳

の女 性の 気管 支拡 張症 の症例 にお いて軽 度の 好酸球 の

上昇 が認 め られ た。

今 回,気 管 支拡 張症 を主 とす る呼 吸器 感染症9例 に

PAPM/BPを 投 与 し,そ の臨 床効 果 を検 討 した。うち

6例 に お い ては0.5g/0.5g×2投 与 を行 い,3例 に お

い て は,0。75g/0.75g×2投 与 を行 った。0.75g/0.75

g×2投 与群 が,0.5g/0.5g×2投 与群 よ りその効 果が

大 きか った とは考 え られ ず,通 常の 感染 症 にお いて は,

0.5g/0.5gの1回 投与 量 で充分 と考 え られ た。9例 の

うち気管 支拡 張症2例 にお い てP.aeruginosaが 検 出

され たが,こ の2例 とも本 剤 は著効 を示 し菌 は消失 し

た。

P.aeruginosaは 現在 にお い て もなお,慢 性 気道感染

症 の 起 炎菌 として最 も難 治 な もの で あ る3)。PAPM/

BPの 今 回 のP.aeruginosaに 対す る著 しい効 果 を考

え る と,本 剤 をア ミノ配糖 体 系の抗 生剤や,ニ ュー キ

ノロン剤 と併 用 すれ ば,さ らに一層 の効 果が期待 で き

る もの と思 われ る。副 作 用 と して は,臨 床検 査 値上

GPT値 と好 酸球 数 の軽度 の上昇 を認め たのみ で,治療

上何 らの 問題 とは な らなか った。 以上,本 剤 は呼 吸器

感 染症 に おい て極 め て有効 か つ安全 な薬 剤 と考 え られ

る。
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CLINICAL STUDIES OF PANIPENEM/BETAMIPRON
IN RESPIRATORY TRACT INFECTION

Saburo Izumi
Department of Internal Medicine, Toyama Central Prefectural Hospital

2-2-78 Nishi-nagae, Toyama 930, Japan

Clinical studies of panipenem/betamipron (PAPM/BP), a newly developed antibiotic, have been
conducted in 9 hospitalized patients of respiratory tract infections (1 with pneumonia , 1 with
diffuse panbronchiolitis, 7 with bronchiectasis). The clinical effectiveness was excellent in 5 cases ,
good in 3 and fair in 1. Elevation of GPT was noticed in 1 patient and in 1 patient increase of
eosinophilic leucocyte was noticed. Based on these results, PAPM/BP is evaluated to be a useful

antibiotic in respiratory tract infection.


